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２月１６～１８日の職場集会で行なった「スト批准投票」の結果

	組合員

Ａ
	投票総数
Ｂ
	賛成者

Ｃ
	反対者


	白紙


	無効


	投票率

Ｂ／Ａ
	賛成率

Ｃ／Ｂ
	批准率

Ｃ／Ａ

	106
	106
	99
	4
	2
	1
	100.0
	93.40
	93.40


	支会長会 佐藤会長の立会いの下、投票用紙を確認しました。

昨年に引き続き、高い批准率となりました。

職場集会に参加できなかった方には、個別に投票をしていただき、今年も全組合員100
	
	
	％の投票となりました。皆さんのご協力とご賛同に厚く感謝します。

自治労本部は、全国の投票結果を集計し、今月開く「拡大闘争委員会」でスト権確立の判断をします。





	16～18日に開いた第７回職場集会で「津別町職2011国民春闘方針」を確認しました。

春闘から人勧期、確定期、当初予算期までの１年間で労使協議を行い改善をめざす町職の全ての課題をこの春闘期に集約します。

お気づきですか。春闘前段戦術として14日から庁舎前に組合旗を掲揚しています。

２月28日の当局回答を受理後、腕章・三角柱・ステッカーなど組合員全体で団結が確認できる創意工夫ある取り組みを展開し、３月11日の全国統一行動を頂点に労使交渉を前進させます。支会長会議、支会別討論会でアイデアや意見をお願いします。
	
	
	



	




	町職の2011国民春闘方針では、基本方針で「消防職員との連帯強化、消防職員委員会の民主的運営、消防協組織化への展望を図る」ことを確認しています。

2008年６月に成立した国家公務員制度改革基本法に基づいて設置された労使関係制度検討委員会報告では、「公務員の労働基本権のあり方」として、「非現業の公務員に対する労働協約権の付与」「消防職員に対する団結権の付与」を含めた自律的労使関係制度について検討されています。

よりよい公共サービスを提供するためにも、自治体職場のみならず公共サービスを共に担う仲間の職場環境の改善が必要です。消防職員は、そうした仲間のなかで最も身近にいる訳ですが、この運動の一環として自治労北海道本部は、「消防職場実態調査」を全道一斉に取り組んでいます。町職からご協力を依頼したところ、17日に津別消防署の仲間から
	
	
	回答をいただきました。24時間３交代制勤務の多忙な中での協力でした。
回答には、職場実態の詳細や現状に対する気持ちも記載されていました。

消防職場にはこれまでも町職の教宣紙や自治労の機関紙をお渡しし、情報提供に努めてきましたが、この調査をきっかけにさらに消防職員との交流と懇談をしっかり行い、消防職場の賃金・労働条件、職場環境などの実態を把握し、改善に向けた取り組みにつなげていけるよう支援していきます。
	





	14日の「まち子と語ろうコーヒーブレイク」。篠原さんからは「定例議会では、女性に関心のあるごみ、教育、介護について取り上げ、まちづくりに女性が参画しやすいシステムづくりを訴えてきた」と挨拶がされました。

ゲストの北海道新聞美幌支局長の中原洋之輔さんは「マスメディアから見てきた福祉の現状と課題」をテーマにお話しをされました。

群馬県の国立 重度知的障害者施設「のぞみの園」をはじめ、各地の障害者施設を取材した経験から「歴史的に見て障害者を社会から隔離するのが国の政策だった」「今は各地で
	
	
	努力されているが障害者をはじめ社会的弱者を生活してきた地域で受け止められる環境整備が急務だ」と指摘、「しかし、ボランティア頼みのサービスは、急激な高齢化のもとでは持続しない。制度としてしっかり人的な確保が必要」と訴えました。また、参加者から出された意見に、「法制度の制約と福祉のニーズには乖離がある場合も多く、対応できるかどうかのグレーゾーンが広くある。実態とニーズに応えられる改善を国や自治体に求めていくための「声」を社会的に広げ、持続していくことが重要だ」と参加者を激励しました。
	



















































































































































































第３８回




















2011国民春闘に組合員の総力を結集し、公共サービスを守り、働く者のゆとり・豊かさを実現しよう！














スローガン











2010確定闘争から引き継ぐ課題





①2012年度の職員採用（現行職員数の維持、建築技師、水道管理者の複数配置に向けた早期の採用）





②臨時職員が安定的に勤務できる賃金・諸手当、雇用条件の改善





③中途採用者の昇給改善　





④2008年希望人事、2010年自己申告書を行ったが、今後の人事異動のあり方について説明





⑤津別町振興公社の職員の給与体系の確立





◎統一要求書の要求項目に包含されますから交渉を通じ具体的な回答を求めます。






































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


